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１　研究の背景

　　本校は，生徒数３３名３学級の小規模校で赴任して今年で３年目になる。生徒たちは非常に素直で優しく，

真面目で落ち着いた学校生活を送ることができている。赴任当初の授業では英語を話さない，話そうとしない

生徒や話し掛けても極端に恥ずかしがったりする生徒も多く，まずは英語の授業に向かう態度や話すことへの

抵抗感を無くすことから始める必要があった。

　　現在，生徒たちは会話活動に積極的で，元気に発音したり発表したりすることができるようになった。また，

分からないところを教えあい，助け合う姿勢や自信を持って授業にのぞむ生徒やすすんで英語で話そうとする

生徒もみられるようになってきた。しかし，中には英語を話すことは好きだが，読めない，既習の文を使って

自己表現を書かせると話せていた文も書けないという生徒も少なくない。そこで，英語で身近なことを表現す

ることができるようになるにはどのようにすればよいか，基礎・基本の定着を目指した活動で理解した表現を，

自己表現する時に使えるようにするにはどうすればよいかを探りたいと考えている。

２　リサーチクエスチョン

３　予備調査

　予備調査１　授業観察の結果

（１）ペアやグループでの活動には非常に積極的に取り組むことができ，会話活動にも積極的である。しかし，

その活動を応用させたり，話したことを自分のこととして書かせると書けないことが多い。

（２）英文を書くことにおいては，主語や動詞の語順が不正確であったり，時間や場所をあらわしたりする句の

位置の誤りや前置詞が欠落することが多い。

（３）言えない，書けない語があると，調べたり言いかえたりすることができず，分からないとあきらめてしま

うことが多い。

予備調査２　英語力を示すデータ

（１）観点別到達度学力検査（ＣＲＴ）全国通過率との比較で，下回っている項目をスキルごとにすべて挙げる

と下記のとおりである。問題とする「書くこと」の結果は予想よりよいものであったが，この検査がマーク

シート方式であることや問題の内容が

自由記述式でなく，並び替え等であっ

たことが結果に影響していると思われ

る。「話すこと」の「基本的な話し方を

理解すること」の問題は，文の句切り

を答えるものであった。また，「読むこ

と」の文章の内容理解が非常に弱い点

である。

（２）第２回実力テスト，期末テスト，Writingの宿題　　（資料①参照）
４　仮説の設定

仮説１：新出文型の導入時に「身近な話題」をたくさん取り入れ，その話題について，既習の文型を用いて生

徒とコミュニケーションするなかで，その新出文型の意味や用法を予測させれば，その表現を使いや

すくなる

仮説２：生徒のペアでの練習活動に既習にこだわらず，身近なことを表現するための語や語句をたくさんイン

プットしたり，つねにプラスして質問したり答えたりする活動を続けていけば，自己表現がスムーズ

にできるようになる。

仮説３：英文をリーディングする時にスラッシュリーディングを意識づけ，意味を句のかたまりでとらえさせ

ることを継続すれば，英文の語順の理解が深まり表現することにつなげることができる。

仮説４：段階を踏んで，話したり書いたりする活動から，次第に自由に話したり書いたりする活動を定期的に

技能 内容
全国比（全国＝100）

「聞くこと」 簡単な英語を聞き取ること ９９

「話すこと」
基本的な話し方を理解すること

考えや気持ちを正しく伝えること

７１

９３

「読むこと」 文章のあらすじや重要部分の理解 ７５

「書くこと」
文字等の知識を身に付けること

伝えたい内容を考え正しく書く

９４

９７



行えば，コミュニケーションの手段として身近なことを表現することができるようになる。

５　計画の実践

（１）仮説１：新出文型導入時に提示する例文やドリル練習する例文に身近な人物，クラスメートや学校の先生

の実際の行動を取りあげた。さらに重要文をノートに書きまとめる際にも友人，家族等身近な人物のことや

自分のことを新出文型を使って書かせた。

（２）仮説２：ペアワークへの取り組み　（資料②参照）

①Daily Conversation　既習の文や慣用表現を覚えるためにペアで会話するドリル的な要素の高い活動。
②ペアワークシート（基礎基本の定着のための覚える活動）今回３年生には田尻吾郎先生のワークシート「ど

どいプリント」にもペアワークで取り組んだ。

③早読み，リーディングマラソン

（３）仮説３：英語の語順が分からないために，表現する時にも日本語的な並びで単語を書くものがいることか

ら，スラッシュリーディングを試みた。チャンクごとにスラッシュを入れさせたり，「～が・・・した　ーを　」

という直訳をするものである。読み方も英語を日本語，日本語を英語に訳させたり，シャドーイング，ルッ

ク＆アップで読ませるなど変化を持たせた。

（４）仮説４：「Let’s Write !」に取り組んだ。既習の文法事項を使い修学旅行の報告や，身近なものをALTの
先生に紹介文を書くというものである。スピーキングテストはALTの先生と約３分間会話するもので，今年
度は２学期，３学期の２回予定している。

６　結果の検証

　（１）「Let’s Write !」：「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「表現の能力（書くこと）」をみるテス
トとして，１学期の終わりと２学期の終わりに全学年行った。（内容については資料③参照）生徒たちの

書くことの活動に対する取り組み方が明らかにかわった。

　（２）スピーキングテスト：「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」「表現の能力（話すこと）」をみるテ

ストとして，２学期の終わりに全学年行った。（ALT の評価表と生徒の自己評価表　資料④参照）ひとり
一人の会話はテープに録音し，後日評価するときの資料としている。また３学期のスピーキングテスト結

果と比較を考えている。

　（３）授業ふりかえりカード：次のようなアンケートを２学期の授業の最後に全校生徒３２人に行った。（全内

容は資料⑤参照）表の中の数字は人数である。３の活動は２学期に行った様々な活動をまとめて楽しかっ

たか答えてもらった。４の英語が書ける

ようになったかという問いに，今回の仮

説の実践が結びついたかどうかは証明す

るデータがないが，２５人の生徒が今ま

でよりも書けるようになったと感じたこ

とは，授業や活動のねらいが生徒に伝わ

っていたことは言えるのではないかと思

う。「２学期で一番楽しくできた活動を書いてください」という記述の質問には，スピーキングテストと

答えた生徒が３２人中１７人であった。

７　成果と今後の課題

　　今回のアクション・リサーチで実践できた時期は２学期だけで，しかも２学期は行事も多く，仮説２，３の

実践を計画的に行えなかったこと，また検証するためのデータをとったり活動を改善しながら行うことができ

なかったことが反省点である。現時点ではまだ，仮説が検証できたとは言えず，３学期も継続して行い実践し

なければ具体的な目に見える結果は得られない。アクション・リサーチへの取り組みで生徒が変わったかとい

うと自信をもって答えられないが，明らかに言えることは私自身の授業に向かう姿勢や意識，生徒に対する認

識が変わったことは確かである。生徒のスピーキングテストの感想や，アンケートの結果から話すこと，書く

ことに対する関心，意欲が高いということと，学習したことが生かされ，達成感を得られる活動が楽しいと感

じられることが分かったことは成果であると言える。課題としては多くのことが残された。ペアワークでの実

践やスラッシュリーディングが話すこと書くことにどんな影響を与えるか，その検証方法を検討しなければな

らない。リサーチクエスチョンにある基礎・基本を目指した活動を発展させていくということも課題として大

きく残された。日々の授業のデータを細かく記録，残していくことも今回できていなかった。何かを行ったか

らすぐ成果があらわれるというものではないだけに，日々の継続した活動の取り組みは大事にしなければなら

ないし，３学期は，数時間毎に振り返り活動自体も改善していく必要があると感じている。

よかった　　　　　　　　よくなかった

とても思う　　　　　まったく思わない

４ ３ ２ １
１．学習内容がよく理解できましたか １２ １６ ３ １
２．先生の指示や説明はどうでしたか １８ １４ ０ ０
３．活動は楽しかったですか １４ １５ ３ ０
４．英語を書けるようになりましたか ８ １７ ６ ２


